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院内の取り組みが
地域全体の取り組みに
　地方の医療資源不足が常態化しつ
つある中、魚沼市もその例に漏れな
い。新潟県の10万人当たりの医師数
は全国都道府県中42番目、魚沼２次
医療圏はさらに少なく、全国平均の
６割しかない。そうした状況に真っ
向から立ち向かい、密な病診連携を
基盤に、自分たちの手で医療資源を
有効活用する糖尿病総合対策が進め
られている。その名も「プロジェク
ト８」。斬新なネーミングを考案し
た小出病院の布施先生に活動の経緯
をうかがった。
「私が2008年に小出病院に着任した

ときには、専門医がいないに等しい
状況で、糖尿病患者はあふれ、コン
トロール不良群も少なからず見受け
られました。なんとかする必要があ
るのは、歴然。
　そこで、院内の対策として『すべ
ての患者さんのHbA1cを８％以下
にコントロールしていこう』とのメ
ッセージを掲げ『８』の数字を印象
づけるため、『プロジェクト８』と
称する取り組みを開始したのです。
　院内活動に関し、小千谷市魚沼市
医師会副会長で、県の糖尿病対策推
進会議のメンバーとして地域の糖尿
病医療を牽引していた上村医院院長
の上村先生にご報告したところ『ぜ
ひ、地域にも広げよう』と言ってく

ださった。そこから、医療圏全体の
プロジェクトへと発展していきまし
た」（布施先生）
「新潟県は全国的に見れば糖尿病患
者は少なく、透析導入率も低いので
すが、2009年に県の医師会で調査を
行ってみると、HbA1cが８％を超
える人が県全体で約１万人、魚沼地
域で約1,000人と確認されました。
そのようなコントロール不良群を放
置すれば、ゆくゆくは合併症発症、
透析治療へと進むはず。進行の可能
性は非常に高くなります。
　布施先生の考案した『プロジェク
ト８』のメッセージは、市民のみな
らず医療人にも親しみやすく、記憶
に残る。医療圏全体で共通の目標を
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HbA1c ８％未満を合言葉に
地域全体で糖尿病をコントロール。
医療資源が不足する中、いかに糖尿病患者の治療に向き合うか。
2008年、新潟県立小出病院（以下、小出病院）の院長となった布施克也先生と、
小千谷市魚沼市医師会副会長（当時、現在は理事）を務め、地域の糖尿病医療を牽引する上村医院院長の上村伯人先生の発案により、
医療圏５万人を対象に糖尿病総合対策「プロジェクト８」がスタートした。５年目を迎えた現在、確かな成果が表れている。
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分かち合える最適なメッセージだと
判断し、そのまま医療圏全体に発信
しようと決めました」（上村先生）

市民目線が貫かれた
コミュニケーション戦略
　インパクトがあるのはネーミング
だけではない。「プロジェクト８」
では、厚生労働省科学研究費からの
補助金で啓発用リーフレットを制作
（【資料１】）。驚かされるのは糖尿
病患者への指導的な文言がひとつも
なく、「予防」の言葉すら前面に出
ていない点。あくまでも市民目線が
貫かれており、心に届きやすいメッ
セージが綴られている。
「コントロール不良の患者さんには
『あなたのコントロールは、良くな

い。もっと良くする必要がある』と
いう直球のメッセージを掲載しまし
た。医療機関についても、機能を分
担する病診連携を理解していただき
『２人主治医制』でコントロールす
る仕組みを推奨。とにかく患者さん
自らが、自己管理を強化しようと思
えるリーフレット制作を心がけまし
た」（布施先生）
　リーフレットは患者向けの体裁を
とっているが、実は医療者への発信
にもなっている。
「専門医のいない魚沼地域では、一
般内科医が糖尿病患者を診ています
が、医師各々で取り組みへの意識差
が生じていました。『プロジェクト
８』が始まる前は、HbA1cが８％と
聞いても、医師も患者さんも気にせ

ず、体調が悪くない
からと積極的な治療
が行われず、残念な
がら合併症を進行さ
せてしまうケースさ
えありました。
　地域全体の医療の
質を向上させるため
には患者さん、医療
者、コ・メディカル
──疾患を取り巻く
すべての人たちが同
じ目標を共有しなけ
れば、確かな成果は
得られません。全員
がHbA1cの値に注
目し、『８』を意識
するようになれば、
コントロール不良群
に介入しやすく、病
気になる直前の境界

型の人にも先手の治療が行えます。
最近では医療者にも広く普及し、紹
介状に、『プロジェクト８でお願い
します』と記されるまでになりまし
た」（上村先生）

患者自身が医療資源
という斬新な発想
　魚沼市では医療資源の少なさゆえ
に、保険薬局の薬剤師を含めたコ・
メディカルはもとより、患者自身の
医療知識の向上を促す取り組みが盛
んで、10年前から医師会主催の「住
民健康講座」が年２回のペースで実
施されている。
　2011年には国の地域医療再生基金
により、患者が医療を学べる「地域
医療学校」が「プロジェクト８」と
並行してスタートした。
「魚沼市には『患者自身が医療資源
である』──『自分の健康、地域の
医療資源は自分たちで守る』との考
えが根底にあり、地域のあらゆる取
り組みは、その発想から派生してい
ます。
　患者さん自身が医療に関して持っ
ている当事者意識をさらに高め、自
ら主治医やコ・メディカルに相談で
きるようになれば、スーパードクタ
ーがひとり増えるよりも、地域全体
の医療のパフォーマンスは確実に上
がるでしょう」（布施先生）
　医療資源のひとつに、現場に必ず
存在する「患者」を加えるとは、な
んとユニークな発想だろう。
「2009年６月からは、新潟大学大学
院医歯学総合研究科の丸山弘樹先生
のご教授を仰ぎながら、慢性腎臓病
の啓発活動『天地腎』を、『プロジ
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HbA1c ８％未満を合言葉に
地域全体で糖尿病をコントロール。

【資料１】啓発用リーフレット�  
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ェクト８』の一環として開始。人工
透析を防ぐための検査値eGFRへの
理解を、患者さんに広めています」
（布施先生）

医師不足を解消する
「チーム魚沼」医療
　前述のとおり「プロジェクト８」
には、患者の医療に対する意識レベ
ルを向上させ医療費を削減する狙い
もあり、行政の意欲的な協力も得ら
れ、医療の仕組みを根本から変える
壮大な取り組みに発展している。今

後の展望を、両先生にお聞きした。
「2015年にはこのエリアの医療再編
成により疾病管理の一元化が達成さ
れ、地域医療のかたちは大きく変わ
りますが、今後も地域の保健課題に
積極的に向き合っていく所存です。
　今回の『プロジェクト８』を通し、
私は、糖尿病は患者さんの人生を大
きく左右すると同時に、地域全体の
医療パフォーマンスや保健医療財政
にも深くかかわるのだとあらためて
認識しました。
　これからも糖尿病総合対策として

『プロジェクト８』
を、いっそう浸透さ
せ魚沼の誰もが『地
域全体の健康を守る
当事者のひとり』と
の、意識を持てるよ
う励んでいきます」
（布施先生）
「最近、『プロジェ
クト８』の噂を聞き、
市外から来院する糖
尿病の患者さんが増
えました。曾祖父が

この地でクリニックを開き、私はそ
の４代目。当院では広範囲にわたる
地域の健康増進を目標に掲げている
ので、『魚沼に来て良かった』と言
われるのは本当にうれしいですね。
　『プロジェクト８』をひとつのシ
ンボルに、住民や医療者が『チーム
魚沼』となって、同じ方向を見つめ
続けていければ最高だと思います」
（上村先生）
　「プロジェクト８」は、コントロ
ール不良群の減少、学会活動にたず
さわるスタッフのモチベーション向
上、取り組みに賛同する若手医師の
参入などにも貢献し良循環をつくり
上げつつある。「チーム魚沼医療」
が、医師不足を解決する新しい医療
のかたちを見せてくれそうだ。

DATA

魚沼地域糖尿病連携プロジェクト８
事務局所在地：�〒946-0001  

新潟県魚沼市日渡新田34 
小出病院内

TEL：025-792-2111 

【資料２】「プロジェクト８」パンフレットより�  

「プロジェクト８」事務局メンバーが集合
【資料１・２】：�魚沼地域糖尿病連携プロジェクト

８より

　現在、JDSでHbA1c ８％以下が目標だが、国際標準（NGSP）でも８％以下を目標にしていく。
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